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№ よみ アクセスマップ

稚⑧ 名称 所在地

分類

所在市町村

所在地補足

構造・仕様等

規格・法量等

該当年代

文化財指定

説明

公開情報

参考資料

関連サイト

この資料は、文化５年(1808)年、蝦夷地警備のために宗谷
に着任した会津藩家老内藤源助信周が愛用していた刀の鍔
です。
この鍔は、桐鳳凰の図柄で、彫刻の鳳凰は、口ばしを銀、トサ
カを金の象嵌をなしています。鍔は、元々、旧宗谷村の助役で
あった山本家に伝えられてきたものが他家に移されたのち、
昭和43年、稚内市に寄贈となりました。

稚内市北方記念館で展示

稚内市教育委員会1997『改訂版　稚内の文化財』

江戸時代中期

稚内市指定文化財（有形）

　　　　　　　　 稚内市

縦 7.5cm、横 6.8cm、厚 4mm。鉄地の立長丸形片切彫。

写真 美術工芸品

　宗谷遺産アーカイブ　

ないとうげんすけあいとうのつば https://maps.app.goo.gl/itaFGgQvZ8Ebw2du7

内藤源助愛刀の鍔 稚内市ヤムワッカナイ（所蔵先：稚内市北方記念館）


